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目的

　ヘアドネーションとは，寄付された髪の毛を使用して医
療用ウィッグを無償提供するボランティア活動で，疾患に
よる脱毛のある方へのアピアランスケアである。しかし，
実施できる理美容室は限られており，看護系大学でヘアド
ネーションについての講義を開講しているところは数校で
ある。本研究は，看護学生のヘアドネーションの認知度を
調査し，多くの人にヘアドネーションを広め，医療用ウィッ
グを求めている人が簡単に手に入るような社会実現に向け
たヘアドネーション普及のための方策を検討することを目
的とした。

方法

　A大学に所属する看護学生46名を対象に，文献検討を
もとに独自のアンケートを作成し，インターネットリサー
チ（Web調査）を無記名で実施した。データは，各調査
項目について記述統計を行い，ヘアドネーション普及方法
についての自由記載の回答はカテゴリー化した。本研究は
杏林大学保健学部倫理審査委員会の承認を得て実施した
（承認番号：2020-10）。

結果

　研究対象者46名のうち38人の回答を得た。回収数38（回
収率82.6％），有効回答数38であった。ヘアドネーション
の認知率は97％で，大学の教員から聞いた，友達がやっ
ていた，テレビで見たなど，身近な人やメディアから情報
を通して知っていた。一方，ヘアドネーションの実施率は
5.3％で，「髪を伸ばすこと」や「髪を染められないこと」

看護学生のヘアドネーションの認知度と普及方法の検討

など，68％が実施の困難さを感じていた。ヘアドネーショ
ンの普及方法については，【メディアを活用する】【身近な
人から広める】【条件の見直しをする】【美容院・病院にお
ける宣伝】の４つにカテゴリーに分類された。

考察

　大学でヘアドネーションの話を聞く機会のある看護学生
の調査結果と比較すると，認知率に差は生じていないが，
ヘアドネーションの実施率が増加することが示された。ヘ
アドネーションを普及する方法としては，内的動機づけを
するために，教員や友人等の身近な人からの情報は興味関
心を与え印象に残ること，さらに，テレビなどのマスメディ
アよりSNSで取り上げることが一端を担うことが明らか
となった。さらに，ヘアドネーションを実施する団体によっ
て条件が異なることも，知識のばらつきをもたらしている
と示唆された。
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